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本
書
は
、
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
が
一
九
七

〇
年
以
来
毎
年
発
行

し
て
き
た
『
ア
ジ
ア
動

向
年
報
』
の
最
新
版

で
、
二
〇
〇
九
年
の
ア

ジ
ア
地
域
の
動
向
を

分
析
し
た
も
の
で
あ

る
。『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』
は
、
そ
の
豊
富

な
内
容
か
ら
ア
ジ
ア
地
域
の
専
門
家
や
企

業
・
官
公
庁
の
国
際
業
務
担
当
者
な
ど
の
必

携
書
と
し
て
の
評
価
を
得
て
い
る
。
本
年
も

ま
た
ア
ジ
ア
の
二
二
カ
国
・
地
域
に
関
す
る

研
究
所
内
外
所
属
の
専
門
家
が
新
聞
・
雑
誌

な
ど
の
現
地
資
料
を
駆
使
す
る
と
と
も
に
現

地
調
査
も
適
宜
行
っ
て
詳
細
な
る
分
析
を

行
っ
た
。

　

本
書
は
大
き
く
分
け
て
主
要
ト
ピ
ッ
ク
ス

編
と
各
国
地
域
編
か
ら
な
る
。

　

主
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
編
で
は
A
S
E
A
N
、

ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
関
係
お
よ
び
ロ
シ
ア
・

ア
ジ
ア
関
係
を
取
り
上
げ
て
ア
ジ
ア
情
勢
の

総
合
的
把
握
に
努
め
た
。

　

本
書
の
主
要
な
部
分
を
な
す
各
国
・
地
域

編
は
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国

（
含
香
港
）、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
ネ

パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ

び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
分
析
対
象
と
す
る
。

国
内
外
に
専
門
家
が

少
な
い
国
・
地
域
も
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
本

書
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
各
国
・
地
域
編

で
は
二
〇
〇
九
年
一
年
間
の
国
内
政
治
・
経

済
・
対
外
関
係
を
分
析
し
た
論
文
の
ほ
か
、

現
地
資
料
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
重
要
日

誌
、
参
考
資
料
、
主
要
統
計
を
収
録
し
て
い

る
。
ア
ジ
ア
地
域
に
関
し
て
こ
れ
ほ
ど
充
実

し
た
内
容
を
備
え
た
刊
行
物
は
本
書
以
外
に

は
な
い
。
本
書
の
各
国
・
地
域
編
の
体
裁
は

発
刊
以
来
四
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
基
本
的
に

は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

そ
ろ
え
る
こ
と
に
よ
る
長
期
の
時
系
列
的
比

較
も
可
能
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
の
ア
ジ
ア
地
域
の
動
向
を
、

本
書
を
通
じ
て
見
て
み
よ
う
。

　

二
〇
〇
九
年
前
半
の
ア
ジ
ア
経
済
は
前
年

か
ら
続
い
た
世
界
同
時
不
況
の
影
響
を
ま
ぬ

が
れ
な
か
っ
た
。
年
初
、
実
物
経
済
の
大
幅

な
落
ち
込
み
を
予
想
し
た
ア
ジ
ア
各
国
・
地

域
の
経
済
当
局
は
大
幅
な
財
政
支
出
拡
大
に

よ
っ
て
こ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
G
D
P
の

約
九
％
に
相
当
す
る
支
出
策
が
取
ら
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
建
国
後
初
め
て
国
庫
準
備

金
を
取
り
崩
す
措
置
が
取
ら
れ
た
。
ア
ジ
ア

諸
国
が
二
〇
〇
九
年
に
実
施
し
た
積
極
財
政

の
一
つ
の
特
徴
は
民
生
の
重
視
で
あ
っ
た
。

韓
国
と
中
国
で
は
自
動
車
購
入
促
進
策
が
実

施
さ
れ
、
タ
イ
で
は
「
救
国
小
切
手
」
に
よ

る
定
額
給
付
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
施
策

の
甲
斐
あ
っ
て
、
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
経
済

の
大
幅
な
落
ち
込
み
は
回
避
さ
れ
た
。
ア
ジ

ア
地
域
全
体
の
二
〇
〇
九
年
の
経
済
成
長
率

は
六
％
を
超
え
た
と
み
ら
れ
、
世
界
経
済
の

中
で
の
存
在
感
を
一
段
と
増
し
た
。こ
と
に
、

成
長
力
旺
盛
か
つ
巨
大
な
内
需
市
場
を
有
す

る
中
国
と
イ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
経
済
の
け
ん
引

力
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。

　

国
内
政
治
の
側
面
で
は
、「
世
代
交
代
」

お
よ
び「
混
迷
」が
二
〇
〇
九
年
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
い
え
よ
う
。

　

世
代
交
代
に
関
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
若
手
の
エ
リ
ー
ト
政
治
家
ナ
ジ
ブ
が
首
相

に
就
任
し
、
中
国
で
は
早
く
も
ポ
ス
ト
胡
錦

濤
に
向
け
た
人
事
上
の
駆
け
引
き
が
始
ま
っ

て
い
る
。
北
朝
鮮
で
は
健
康
不
安
説
の
出
て

い
る
金
正
日
総
書
記
の
後
継
者
と
し
て
「
金

ジ
ョ
ン
ウ
ン
」
の
存
在
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

内
政
の
混
迷
の
例
と
し
て
は
、
タ
イ
に
お

け
る
親
タ
ク
シ
ン
・
反
タ
ク
シ
ン
派
間
の
対

立
激
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。こ
の
ほ
か
、ネ
パ
ー

ル
で
は
制
憲
議
会
の
協
議
が
ま
と
ま
ら
ず
、

国
軍
の
統
合
も
進
展
し
な
か
っ
た
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
イ
ン
ド
は

引
き
続
き
テ
ロ
対
策
に
手
を
焼
い
た
。一
方
、

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
一
九
八
三
年
以
来
続
い
た

内
戦
が
政
府
側
勝
利
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

　

対
外
関
係
に
お
い
て
は
、
外
交
面
で
は
朝

鮮
半
島
情
勢
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
が
特

筆
さ
れ
る
。

　

北
朝
鮮
は
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
と
核
実
験
を
実

施
、
続
い
て
六
カ
国
協
議
へ
の
不
参
加
を
表

明
し
た
。
相
互
間
の
通
行
遮
断
な
ど
で
南
北

関
係
も
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
つ
い
て
は
、
追
加
派
兵
な
ど
で
ア
メ
リ

カ
の
関
与
が
続
い
た
が
、一
方
で
事
態
の「
ベ

ト
ナ
ム
化
」
を
恐
れ
た
オ
バ
マ
大
統
領
は
二

〇
一
一
年
に
撤
兵
を
開
始
す
る
こ
と
も
表
明

し
て
い
る
。

　

近
隣
間
の
紛
争
と
し
て
は
、プ
レ
ア
・
ヴ
ィ

ヒ
ア
寺
院
周
辺
の
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
間
の

国
境
紛
争
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

本
書
の
内
容
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
の
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。
研
究

所
の
賛
助
会
法
人
会
員
の
方
々
は
最
新
版
の

閲
覧
が
可
能
で
、
そ
の
他
の
方
々
に
も
五
年

後
に
は
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
地
域
が
世
界
経
済
お
よ
び
国
際
政

治
に
お
い
て
果
た
す
役
割
は
日
増
し
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
同
地
域
に
関
す
る
読
者
の

現
状
理
解
お
よ
び
将
来
展
望
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
執
筆
者
一
同
、
切
に
願
う
も
の
で
あ

る
。

（
お
く
だ　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
研
究
員
）

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所  

編

『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
2
0
1
0
』
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